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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
昨
年
の
事
業
仕
分
け
の
議
論
を
踏
ま
え
た
「
高
機
能
演
算
研
究
基
盤
」
の
構
築
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
高
機
能
演
算
研
究
基
盤
」
の
構
築
」
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
開
発
者
側
の
視
点
か
ら
利

用
者
側
の
視
点
へ
と
転
換
を
図
り
、
よ
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
観
点
か
ら
「
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
技
術
の
推
進
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
開
発
し
、
こ
れ
と
国
内
の

様
々
な
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
者
が
こ
れ
ら
を
利
用
し

て
デ
ー
タ
の
共
有
や
共
同
分
析
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。本
件
事
業
に
よ
り
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
者
数
の
増
加
や
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
よ
り
多
様
で
高
度
な
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ

る
。ま

た
、
本
件
事
業
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
係
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
開
発

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
構
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
研

究
計
画
・
評
価
分
科
会
情
報
科
学
技
術
委
員
会
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
評
価
作
業
部
会
（
以

下
「
作
業
部
会
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
ス
カ
ラ
部
と
ベ
ク
ト
ル
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
複
合
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
含
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
達
成
を
念
頭
に
置
い
た
最
適
な
シ
ス
テ
ム
構
成
を
再
検
討
す
る
こ
と
」を
要
請
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

開
発
主
体
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
が
、
シ
ス
テ
ム
構
成
案
の
再
検
討
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
ベ
ク
ト
ル
部
の

開
発
を
担
当
す
る
企
業
か
ら
製
造
段
階
へ
の
不
参
加
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
ス
カ
ラ
部
の
み
で
構
成
さ
れ
る
新
た

な
シ
ス
テ
ム
構
成
案
を
策
定
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
構
成
案
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
に
作
業
部
会
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
評
価
報
告
書
」
に
お
い
て
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
達
成
を
念
頭
に
置
い
た
シ
ス
テ
ム
構

成
と
し
て
妥
当
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
ベ
ク
ト
ル
部
の
利
用
を
想
定
し
て
い
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
影

響
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
書
換
え
等
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
限
定
的
な
も
の
と
な
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

二



所
有
す
る
機
関
や
利
用
す
る
機
関
等
に
よ
る
議
論
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

世
界
最
高
水
準
の
研
究
開
発
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
は
、科
学
技
術
政
策
を
推
進
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

本
件
事
業
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
世
界
最
高
水
準
の
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
よ
り
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
の
獲
得
や
、
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
高
速
で
高

精
度
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
科
学
技
術
の
進
展
等
に
よ
る
産
業
競
争
力
の
強
化
等
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

三


